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香
港
政
府
の
ト
ッ
プ
、
行
政
長
官
に
林

鄭
月
娥
氏

（59
）
が
当
選
、
７
月
１
日
に

香
港
初
の
女
性
ト
ッ
プ
が
誕
生
す
る
。

　

し
か
し
、
選
挙
に
は
職
能
団
体
の
代
表

ら
親
中
派
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
「選

挙
委
員
会
」
に
よ
る
間
接
投
票
で
、
世

論
を
全
く
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
、
民
意
の

支
持
率
が
な
か
っ
た
林
鄭
氏
が
当
選
し
た
。

　

世
論
調
査
に
よ
る
支
持
率
が
中
国
に
べ

っ
た
り
で
は
な
か
っ
た
曾
俊
華
・
前
財
政
官

が
60
％
の
支
持
を
集
め
て
い
た
。

　

香
港
は
異
な
る
政
治
制
度
の
併
存
を
認

め
た

「一
国
二
制
度
」
の
も
と
高
度
な
自

治
が
保
障
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
今
回
の

選
挙
は
民
意
を
反
映
し
た
と
は
と
て
も
言

え
な
い
〝
習
近
平
体
制
〟
が
一
段
と
進
ん

だ
こ
と
に
な
る
。

　

中
国
の
習
政
権
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
を

始
め
、
こ
の
香
港
と
台
湾
が
頭
痛
の
タ
ネ
で
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
反
中
市
民
団
体
が
デ
モ

を
繰
り
返
し
、
こ
と
に
香
港
で
は

「雨
傘

運
動
」
が
広
が
り
、
市
民
の
中
に
は
中
国

の
強
硬
政
策
に

「わ
れ
わ
れ
は
香
港
人
で

あ
り
、
中
国
人
で
は
な
い
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
目
立
ち
、
習
政
権
に
盾
を
つ
い
て

来
た
。

　

行
政
長
官
の
選
挙
に
も
全
市
民
の
直
接

投
票

（
普
通
選
挙
）
を
強
く
要
望
し
て

来
た
。

雨
傘
運
動
の
提
唱
者
９
人
検
束

　
　

民
主
派
候
補
を
完
全
封
殺

　　

も
と
も
と
今
回
の
選
挙
も
有
権
者
の
直

接
投
票
が
採
用
さ
れ
る
約
束
だ
っ
た
が
、

習
政
権
で
示
さ
れ
た
強
引
な
制
度
案
で
民

主
派
の
立
候
補
を
排
除
し
た
内
容
と
な
り
、

間
接
投
票
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

香
港
で
は
２
０
１
４
年
、
中
国
で
民
主
派

の
立
候
補
を
封
殺
す
る
選
挙
制
度
改
革

を
決
め
た
こ
と
に
よ
り
、
民
主
派
や
学
生
、

若
者
ら
が
強
く
反
発
、
79
日
間
に
わ
た
っ

て
道
路
占
拠
を
続
け
た
。

　

当
時
、
親
中
派
の
林
鄭
氏
は
政
務
官
の

職
に
つ
い
て
い
た
が
、
警
官
を
動
員
、
催

涙
弾
を
使
用
し
て
排
除
に
当
た
る
な
ど
、

強
い
姿
勢
で
臨
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
香
港
へ
の
中
国
の
強
権
ぶ
り
は

目
に
見
え
て
強
硬
姿
勢
に
な
り
、
も
と
も

と
市
民
の
支
持
率
が
低
か
っ
た
林
鄭
氏
の

当
選
—
就
任
で
、
さ
ら
に
反
中
運
動
の
拡

大
、
地
下
へ
潜
入
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

香
港
、
台
湾
の
反
中
思
想
を
強
硬
に
し
た

格
好
と
な
っ
た
。

　

林
鄭
新
長
官
は
就
任
後
、
反
乱
や
扇
動

を
禁
じ
る

「
治
安
維
持
条
例
」
問
題
が

控
え
て
お
り
、
香
港
政
情
は
よ
り
厳
し
い

状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

「香
港
独
立
」
の
動
き
に
神
経
を
尖
ら

せ
る
中
国
は
、
今
秋
の
共
産
党
大
会
を
控

え
、
「
香
港
に
早
期
の
条
例
制
定
を
命
じ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
憶
測
も
飛
ん
で
お

り
、
深
刻
な
事
態
は
就
任
直
後
の
７
月
頃

「一
国
二
制
度
」
の
危
機
表
面
化

国
際
ア
ナ
リ
ス
ト

　
　

   

和
田　

誠

   

香
港
行
政
長
官
に
親
中
派
据
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
の
焦
り
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か
ら
強
ま
り
そ
う
だ
。

　

中
国
の
一
連
の
動
き
は
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
香
港
警
察
は
林
鄭
氏
が
当
選
し
た

そ
の
翌
々
日
、
雨
傘
市
民
運
動
を
提
唱

し
た
と
言
わ
れ
る
大
学
準
教
授
ら
９
人
に

出
頭
を
求
め
、
市
民
生
活
を
妨
げ
た
行

為
に
出
た
と
の
理
由
で
逮
捕
の
方
針
を
打

ち
出
し
た
。

　

９
人
は
警
察
に
出
頭
し
た
が
、
約
１
０
０

０
人
の
支
持
者
が

「真
の
普
通
選
挙
を
行

な
え
」
と
デ
モ
行
進
し
た
。

　

９
人
は
雨
傘
デ
モ
を
提
唱
し
た
戴
耀
廷

香
港
大
准
教
授
を
始
め
、
元
学
生
の
リ

ー
ダ
ー
な
ど
で
、
戴
氏
ら
は

「中
国
は
林

鄭
氏
が
就
任
す
る
７
月
ま
で
に
障
害
を
取

り
除
こ
う
と
し
て
い
る
」
と
反
発
し
て
い
る
。

　

中
国
が
返
還
時
に
高
度
な
自
治
を
認
め

た

「一
国
二
制
度
」
と
は
今
や
名
ば
か
り
。

市
民
ら
は
、
取
材
に
当
た
っ
た
日
本
人
記

者
を
含
め
た
外
国
人
記
者
に

「こ
れ
で
は

暗
黒
の
政
治
だ
。
広
く
世
界
に
訴
え
て
ほ

し
い
」
と
言
い
続
け
た
。

　

５
年
前
、
習
近
平
指
導
部
が
発
足
し
て

以
来
、
共
産
党
内
で
は
こ
れ
ま
で
の
香
港

政
策
に
つ
い
て

「
香
港
の
民
主
派
の
挑
発

に
反
撃
で
き
て
お
ら
ず
、む
し
ろ
港
独

（香

港
独
立
）
分
子
ま
で
出
て
き
た
」
と
し
、

中
国
は

「一
国
二
制
度
」
よ
り

「一
国
」

を
掲
げ
、
独
立
派
厳
罰
の
方
向
に
急
傾
斜

し
た
と
言
わ
れ
る
。

治
安
維
持
条
例
の
施
行
強
行

　
　

台
湾
問
題
に
も
飛
び
火
か

　

そ
も
そ
も
条
例
問
題
は
、
１
９
９
７
年
７

月
に
返
還
さ
れ
た
香
港
の
憲
法
に
当
た
る

「基
本
法
」。
第
23
条
で

「国
家
分
裂
や

反
乱
、
扇
動
、
政
府
転
覆
な
ど
を
禁
じ

る
条
例
を
香
港
が
自
ら
制
定
す
る
」
と

規
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
３
年
に
初
代
長
官
の
菫

建
華
氏
が
制
定
に
動
き
始
め
た
際
、
言

論
や
自
由
が
奪
わ
れ
る
と
世
論
の
激
し
い

反
発
に
あ
い
断
念
し
た
。
菫
氏
は
辞
任
。

５
年
前
、
習
政
権
に
な
っ
て
こ
の
〝
失
態
〟

に
中
国
共
産
党
内
で
香
港
批
判
が
高
ま
っ

た
。

　

「一
国
二
制
度
」
の
危
機
で
も
あ
っ
た
。

中
国
政
府
の
指
示
で
弾
圧
に
当
た
っ
た
林

鄭
氏
へ
の
評
価
は
、
こ
の
頃
か
ら
中
国
で
高

ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、
選
挙
期
間

中
の
香
港
の
民
意
調
査
で
は
、
中
国
が
評

価
し
た
は
ず
の
林
鄭
氏
の
支
持
率
は
下
が

り
続
け
た
。

　

一
方
で
、
曾
俊
華
氏
の
人
気
は
上
昇
、

市
民
が
求
め
る
人
物
像
は
、
北
京
と
の
間

で
大
き
な
開
き
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
今

回
の
選
挙
に
は
中
国
中
央
の
政
府
の

「
指

示
」
に
忠
実
に
従
っ
た
選
挙
委
員
会
の
結

果
が
表
れ
た
。

　

台
湾
問
題
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　

中
国
政
府
が
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
民
意
は

中
国
政
府
の
思
惑
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

「国
力
を
強
め
た
中
国
の
経
済
成
長
パ
ワ

ー
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
香
港
の
政
財
界
と
、

民
主
社
会
と
は
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
中

国
本
土
と
市
民
意
識
の
分
裂
が
、
今
回
の

選
挙
に
如
実
に
現
れ
た
」
（
倉
田
徹
立
教

大
准
教
授
）
と
分
析
す
る
。

　

注
目
は
７
月
１
日
に
行
な
わ
れ
る
就
任

式
で
あ
ろ
う
。
習
主
席
が
そ
こ
で

「独
立

派
」
へ
の
厳
し
い
対
応
が
示
さ
れ
れ
ば
、

よ
り
重
大
な
事
態
に
な
る
と
言
う
の
だ
。

　

北
京
は
香
港
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を

さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
「
一
国
二
制
度
」
と
い
う
矛
盾
を

は
ら
ん
だ
政
治
体
制
が
、
返
還
20
年
に
当

た
っ
て
ヒ
ビ
が
入
り
始
め
た
と
言
え
る
。

　

条
例
問
題
が
火
ダ
ネ
と
な
っ
て
再
び
大

規
模
デ
モ
が
起
き
る
な
ど
混
乱
が
予
想
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
、今
年
は
中
国
—
香
港
・

台
湾
を
巡
る
亀
裂
が
よ
り
表
面
化
す
る

年
に
な
り
そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
目
を
背
け
た

中
国
本
土
、
こ
と
に
中
国
共
産
党
は

「中

国
に
は
介
入
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
踏
み

込
ん
だ
発
言
ま
で
し
て
い
る
。
「一
国
二
制

度
」
を
公
然
と
捨
て
去
る
に
等
し
い
発
言

だ
。

　

中
国
に
よ
る
香
港
、
台
湾
へ
の
干
渉
は

今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
介
入
・

干
渉
の
た
び
に
好
ま
し
い
結
果
は
生
ま
れ

て
い
な
い
。

　

台
湾
で
も
、
台
湾
人
権
活
動
家
が
行
方

不
明
に
な
り
、
中
国
が
拘
束
を
認
め
る
な

ど
が
発
生
。
さ
ら
に
民
間
の
企
業
の
商
品

見
本
市
に
日
本
政
府
の
次
官
が
出
席
し
た

こ
と
で
、
中
国
政
府
は
言
い
が
か
り
を
つ

け
て
来
た
。

　

日
本
政
府
と
し
て
は
民
間
企
業
の
交
流

を
主
眼
と
し
た
出
席
で
、
同
見
本
市
で
は

公
に
発
言
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ほ
ど
に

中
国
政
府
は
、
香
港
・
台
湾
に
は
神
経

質
過
ぎ
る
ほ
ど
介
入
を
繰
り
返
し
て
来
た
。

　

香
港
の
統
治
を
正
常
化
さ
せ
る
に
は
、

「
高
度
自
治
」
を
認
め
る
公
約
に
立
ち

戻
る
し
か
な
い
。

戴耀廷香港大准教授
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